
 

 

 

 

 

防災マップをつくろう！ 

瀬戸内市防災マップ作成の手引き 
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１．防災マップとは 

 防災マップとは、自治会など一定の範囲で、学校や公共施設、公園などの避難場

所・防災資機材置場・消火栓・防火水槽・危険個所・行き止まりの道・過去の被災場

所などを、一枚の地図に書き込んだものです。 

 災害が起きた時に、すばやい避難活動や救助活動を行うためには、普段から地域

の危険個所や防災情報を把握し、住民どうしで共有しておくことが大切です。 

そのための手段の一つが、「防災マップづくり」です。 

 

 

２．防災マップづくりの目的 

 防災マップづくりの目的は、次の２点です。 

 

①防災マップづくりの過程で、住民の皆さん自身が、災害が発生した場合の 

行動や平常時に必要な取り組みについて学ぶこと 
 

②お互いの知識や過去の経験を出し合いながら防災マップづくりをすすめる 

ことで、住民どうしのコミュニケーションを促進し、地域防災力を向上させること 

 

 防災マップづくりには、地域の防災情報を知るだけでなく、住民どうしの交流の

機会となり、防災意識の向上や住民相互の助け合いの意識の醸成につながるメリ

ットがあります。 

 

★参考：防災マップづくりの 「前」 に 

 防災マップづくりを行う前に、参加者の関心・意欲を高めておくと、より実効性

の高い防災マップの完成が期待できます。 

 危機管理課では、地域に出向いて「防災出前講座」を開催し、想定される災害

や基本的な備え等について啓発を行っています。開催を希望する場合は、開催

日の３週間前までに「職員派遣依頼書」を危機管理課まで提出してください。 

 また、日頃から自治会活動等がさかんであるなど、既に参加者が地域の情報を

ある程度把握している場合には、「災害図上訓練ＤＩＧ」を実施しても良いでしょ

う。地域で起こり得る災害状況やその対応方法について検討することで、さらに

理解を深めることができます。消防庁ホームページなどを参考に実施するか、防

災出前講座として危機管理課に実施を依頼して、地域で取り組んでみましょう。 
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３．防災マップづくりの流れ 

 地形状況や危険個所など、自分たちの地域について知ることが、自主防災活動を

考えていく第一歩です。地図やチェックリストを使いながら実際にまちを歩き、気

づいたことなどを一枚の地図にまとめ、情報を整理していきましょう。 

 防災マップづくりは以下の手順で進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＳＴＥＰ １  防災マップづくりの準備をしよう  

①まち歩きの範囲・ルート・チェック項目を決める 

 はじめに、まち歩きの範囲とルートを決めましょう。対象地区が広い場合は、目安

として１時間程度で歩くことのできる範囲に決めましょう。 

 次に、「まち歩きチェックシート」を参考に、日頃から危険だと感じられる場所や、

日常的に利用される場所などを思い浮かべながら、点検項目を検討しましょう。そ

の際、何人かで集まって決めるとより良いでしょう。 

 

②日時を決める 

 まち歩きを行う日時を決めましょう。できるだけ地域の皆さんが参加しやすい日

時を設定し、早めに PR できるとよいでしょう。また、より多くの人に参加してもら

うため、曜日や時間帯を変えて、何度か開催してもよいでしょう。 

   

ＳＴＥＰ １ 

防災マップづくり

の準備をしよう 

ＳＴＥＰ ２ 

まち歩きをしよう 

ＳＴＥＰ ３ 

防災マップづくり

をやってみよう 
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③ＰＲする 

 回覧板やチラシなどをつくって PR しましょう。その際、幅広い意見を聞けるよう

に、女性や子どもの参加も積極的に促しましょう。 

 

④会場を手配する 

 当日は地図を広げて皆さんで作業をします。新聞見開き（Ａ ０サイズ）程度の地図

が広げられる机が必要です。参加者の人数に合わせて、余裕をもって作業ができ

る会場を選びましょう。 

 

⑤道具を用意する 

 防災マップづくりに必要な道具を用意しましょう。以下を参考にしてください。 

（参加人数に応じて数量等は調整しましょう） 
 

（例）準備物チェックリスト 

道具 数量（班毎） 

□ 地図（大） 対象地域の現在の地図。（Ａ０～Ａ１版） １枚 

□ 透明シート 地図にかぶせて使用。ロールなら全体１つでも可。 ３枚 

□ 油性ペン 必ず油性。太字、細字を組み合わせて１２色程度。 ２セット 

□ アンメルツ 油性マジックの消しゴムとして使用。除光液も可。 １つ 

□ ティッシュ アンメルツの使用後の汚れ取り。 １つ 

□ 養生テープ 地図や透明シートを固定。 １つ 

□ ドットシール ５色程度。大、中、小あると良い。 適宜 

□ 付せん コメントなどを記入。 多数 

□ 地図（小） まち歩き用の地図。（Ａ３～Ａ４版） ２～３枚 

□ チェックシート まち歩き用。事前に内容を精査しておくこと。 ２～３枚 

□ ハザードマップ 想定される災害を確認（令和２年３月版を使用） １冊 

□ 名札 安心して参加できるように。関係づくりにもなる。 人数分 

□ カメラ 気になる箇所を撮影。（デジカメ・携帯・ポラロイド） １基 

□ バインダー まち歩きの際に使用。 適宜 

□ 筆記用具 まち歩きの際に使用。 適宜 

 

 地図は下記サイトから印刷するほか、市総務部総務課窓口にて「瀬戸内市地形図」

を購入することができます（A０サイズ 1,000円／枚  Ａ３サイズ 100円／枚）。 

まち歩き用は一人につき 2～3 枚程度、会場作業用は各班に 2～3枚程度準備し

ておきましょう。 



４ 

【無料で地図の印刷ができるサイト】 

・国土地理院ホームページ https://www.gsi.go.jp 

・国土交通省「ハザードマップポータルサイト」 https://disaportal.gsi.go.jp 

 

⑥当日のスタッフとスケジュールを確認する 

スタッフとして、全体の進行役を１名、グループごとのまとめ役を１名配置し、当

日の流れを共有しておきましょう。グループは６名程度を目安に事前に組んでおき

ましょう。年齢や性別などに配慮し、偏りがないように工夫しましょう。 

 スケジュールは、以下を参考に作成してください。２日に分けて実施しても良い

でしょう。 

 

◆スケジュール（例） 

時間 実施項目 

９：３0～１０：０0 

（30分） 

まち歩きの目的と注意事項の説明 

・参加者のグループ分け 

・まち歩きルートと集合時間の確認 

１０：０0～１１：１５ 

（７５分） 

グループに分かれてまち歩き 

・チェックシートをもとに危険箇所等を確認 

・気になる箇所はカメラで撮影 

1１：１５～１２：00 

（４５分） 

まち歩き結果の整理・意見交換 

・会場作業用の地図に結果を記入 

・気づいたことなどについて意見交換 

 

⑦市の補助制度を活用する 

 防災マップづくりに必要な事務用品等の購入費用など、自主防災組織の活動費

用に対する補助制度（瀬戸内市自主防災組織活性化促進事業補助金）があります

ので、ぜひご活用ください。（事前に申請が必要です） 
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 ＳＴＥＰ ２  まち歩きをしよう  

①会場のセッティングをする 

 スタッフを中心に、机やいす、防災マップづくり 

の道具などを並べましょう。 

 １グループは６名程度です。机をつなぎ合わせ

るなどして、作業がしやすいようにします。 

  

②グループ分けをする 

 参加者を各グループに誘導します。その際、名札を配り、名前を記入してもらうと

よいでしょう（養生テープなどで代用しても構いません）。 

  

③役割分担をする 

 グループごとに集まったら、全員が積極的に取り組めるよう、役割分担（カメラ係、

点検係など）を決めましょう。もちろん、自分の役割以外でも気づいたことがあれ

ば、お互いに伝え合って構いません。 

  

④まち歩きに出かける 

 地図、まち歩きチェックシート、カメラ、筆記用具などを持ってまち歩きに出かけ

ましょう。ただし、まち歩き中は交通安全に注意を払い、通行人や車の邪魔になら

ないようにしましょう。また、個人が所有する家屋（空き家等）やブロック塀をむや

みに撮影したり、名指しで批判したりするのは控えましょう（トラブルの元です）。 

  

【点検係】 

危険な場所などを確認し、地図やチェックシートに書き込みます。些細なことで

も、気づいたことをどんどん書き込んでいきましょう。 

  

【カメラ係】 

 気になる場所を撮影し、撮影ポイントを地図に書き込みます。点検係と協力しな

がら、会場に帰ってみんなで話し合いたい場所を撮影しましょう。 

  

【リーダー】 

 参加者が積極的に取り組めるよう、「ここは行き止まりですね」「この用水路は溢

水に注意が必要ですね」「この消火栓は自分たちで使えるのでしょうか」「この公会

堂の鍵は誰が持っているのでしょうか」などの声掛けをしましょう。 
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 ＳＴＥＰ ３  防災マップづくりをやってみよう  

①作業の準備をする 

 テーブルの上に地図（会場作業用）を置き、養生テープで固定します。さらに、透

明シートをかぶせて、養生テープで固定しましょう。地図の周りは、油性ペンやドッ

トシール、撮影した写真（１０ｃｍ角程度にプリントアウト）など、必要なものを置い

て作業ができるように整えましょう。 

 

②まち歩きの結果を整理する 

 役割分担ごとにメモした内容を話し合いながら、情報を描き込んでいきましょう。 

 

③地域のハザードを把握する 

②の透明シートの上に、もう一枚透明シートを重ね、 「瀬戸内市防災ハザードマッ

プ」(令和２年３月)を確認しながら地域のハザード(危険要因)を描き込みましょう。 

 

 色分けをしながら、まち歩きで撮影した写真を地図に貼り付けます（印刷ができ

ない場合は、写真の貼り付けは後日でも構いません）。また、特に気になる箇所な

どがあれば、付せんにコメントを書いて貼り付けてみましょう。 

… 災害時に多目的に使えそうな広場、公園、運動場、駐車場など

青 … 河川、ため池、用水路など

黒 … 鉄道

黄緑 … 垂直避難に利用できる建物など

赤 … 冠水や家屋倒壊等により、通れなくなる可能性がある道路

　　シール … 行政指定の避難所・避難場所

　　シール … 防災資源（井戸、防災倉庫、病院、コンビニ、薬局、ホームセンター、スーパーなど）

　　シール … 特に危険となる箇所（その理由を赤色付せんに書いて横に貼ると良い）

＊色分けの例（地域の特色）＊

緑斜線

紫斜線 … 河川氾濫・高潮浸水想定3.0ｍ以上、津波浸水想定区域（立退き避難）

水色斜線 … 河川氾濫・高潮浸水想定3.0ｍ未満（最悪、垂直避難）

茶色ペン … 土砂災害の恐れのある範囲

＊色分けの例（ハザードの把握）＊

紫斜線

水色斜線

茶斜線
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④意見交換をする 

 普段、何気なく歩いていた地域も、視点を変えて歩いてみると危険な場所が見え

てきます。まち歩きやマップづくりを通して感じたことや気になったことなどにつ

いて話し合いましょう。 

 お茶やお菓子を囲みながら、楽しくワイワイ進めても良いでしょう。 

 

⑤防災マップを完成させる 

 できあがった防災マップや意見交換の模造紙を使って、グループどうしで発表し

てみましょう。終了後は、グループで作成したマップをそのまま地区の集会所など

に掲示するか、スタッフを中心として、各グループの防災マップをもとに、A3 サイ

ズ程度の地図に清書して完成させましょう。 

 余白部分などを利用して、緊急連絡先などを追加すればより便利です。 
 

 

★参考：ファシリテーターの心得 

 ファシリテーター（facilitator）は「促進する」「容易にする」という英語

facilitate が語源で、「支援者」「促進者」という意味です。ファシリテーターは、

メンバーの上に立ち、リーダーシップで引っ張っていくような指導者タイプでは

なく、同じ立場から、引き出し、促し、まとめていける支援者である必要がありま

す。 

 「教える側」「教わる側」という関係は防災マップづくりには合いません。防災マ

ップづくりのファシリテーターは「教える人」ではありません。自分が何かをやる

のではなく、参加者からどれだけ引き出せるかが勝負です。そういう意味では、

聞き上手な人が向いていると言えます。 
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★発展：付せんを使った意見交換 

 与えられたテーマについて、自分の思いつくままに意見やアイデアを大きめの

付せんに記入し、同じ意味や種類のものをグループ化したりして、楽しく参加者

の意見をまとめてみましょう。 

 付せんを使うことで、意見を言うのが苦手な人や、女性や子どもでも、意見交

換をしやすい場をつくることができます。 

 

①意見やアイデアを書き出す 

 はじめに、考えるテーマについて思いついたことを、１つずつ１枚の付せんに書

き出します。たくさん思いついても、１つ１つその数だけ付せんに書き出しましょ

う。また、詳細に書きすぎる必要はないので、みんなが見える字の大きさで書く

ようにしましょう。 

 

②意見やアイデアの発表と付せんの分類をする 

 参加者全員が、１人１枚ずつ、順番に自分の付せんに書いた内容を読みあげな

がら模造紙に貼っていきます。その際、他の参加者が貼った付せんの内容と似た

内容の付せんがある場合は、先に貼った人の近くに自分の付せんを貼っていき、

大まかに分類をするようにしましょう。 

 全員の付せんがなくなるまで続けましょう。 

 

③「見出し」をつける 

 大まかに分類出来たら、そのグループ全体を表す「見出し」をつけましょう。「見

出し」をつけながら、付せんを移動させたりして整理しなおしても構いません。 

 

④意見やグループの整理をする 

 つけた「見出し」を見渡しなが

ら、グループどうしの関係線を

引いたり、コメントやイラストを

つけたりしながら、わかりやすく

まとめてみましょう。また、新た

なアイデアが浮かんだら、追加

で書き留めていきましょう。 

 

※参加者が自由に安心して自分の意見を述べることができる場をみんなでつく 

ることが大切です。人の意見を否定したりするような発言は慎みましょう。 

〇〇について ××について

〇〇〇〇
・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・

〇〇〇？

△△について

△△××？

●・・・・・・・・・・・・

●・・・・・・・・・・・・

●・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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４．防災マップが完成したら 

①地域に広めよう 

 地域の集会所等に防災マップを掲示した旨を回覧等でお知らせしたり、防災マッ

プを清書した場合は地区内の全世帯に配布するなどして、みんなで情報を共有し

ましょう。いざという時にすばやく行動できるように備えてもらうことが大切です。 

 また、はじめから全世帯が防災の取り組みに参加することは難しいですが、完成

した防災マップを見て、地域の取り組みに関心を持つ方もいるかもしれません。次

の活動に参加するきっかけをつくるためにも、皆さんの活動をどんどん広めてい

きましょう。 

 

②定期的に見直そう 

 時間とともに地域の状況は変化していきます。定期的に防災マップは更新して、

地域で情報を共有しておくようにしましょう。 

 毎回、まち歩きをするのも一つですが、例えば、地域の清掃活動や草刈りなどの

行事の際に、危険な場所を確認する意識を持って参加してもらうことで、負担をか

けずに防災マップの見直しを行うこともできます。自治会役員の方などと相談しな

がら、地域行事の中に防災の取り組みを入れる工夫もしてみると良いでしょう。 

 

★発展：地域内の住民の情報を集める 

 大規模災害が発生した時には、普段から顔を合わせている地域の人々が集ま

って、互いに協力し合いながら対応すること（共助）が重要だと言われています。 

 地域の役員や防災リーダー、要配慮者（高齢者や障がい者など）の居住地をあ

らかじめ把握しておくと、より円滑な避難支援や災害対応にあたることができま

す。 

 例えば、マップづくりの際に、避難時の支援が必要な方の情報を書き込んだ透

明シートを別に作成し（  （白色）シールで位置を確認すると良い）、参加者で情

報共有して、終わったら透明シートを外して役員が保管するなどしていざという

時に活用できるようにしておくと良いでしょう。 

 

 

 



（参考）まち歩きチェックシート 

１０ 

 担当者 番号 点検項目 メモ 

 ・マップに書き込む人 

（                 ） 

・見つける人 

（                 ） 

1 広い空間  

2 広い駐車場 

3 公園・広場 

4 高いところ 

  

  

 ・マップに書き込む人 

（                 ） 

・見つける人 

（                 ） 

5 消火栓・消火器  

6 防火水槽・井戸・水場 

7 掲示板 

8 消防機庫 

9 公衆便所 

10 公衆電話 

11 病院・医院 

12 薬局 

13 防災資材のある店 

14 コンビニ・スーパー 

15 自動販売機 

  

  

 ・マップに書き込む人 

（                 ） 

・見つける人 

（                 ） 

16 狭い道  

17 行き止まり 

18 危険な道 

19 危険用水路 

  

  

     

  

  

  

  

 

 

・写真を撮る人 

（               ） 

   

・必要に応じて項目を増やしたり減らしたりしても構いません。 

・全員に役割を与え、積極的に参加できるようにしましょう。 

・「メモ」欄には、些細なことでもどんどん記入していきましょう。 

カ
メ
ラ
係 

安
全
な
場
所 

危
険
な
場
所 

そ
の
他 

気
づ
い
た
場
所 

災
害
時
に
役
に
立
つ
場
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巻末資料  取組事例（磯上地区自主防災会） 



 

 

 

 

自主防災組織の活動を活性化させる 

 瀬戸内市では、令和 4年度に「瀬戸内市防災マップ

作成モデル事業」を実施しました。この事業は、①自

主防災組織の育成・活性化、②『瀬戸内市防災マッ

プ作成の手引き』の完成、の 2 点を目的として、モデ

ル地区を選定して地区独自の防災マップを作成する

ものです。 

 防災マップとは、地域の「資源と危険＊」を一枚の地

図に書き込んだもので、普段から地域の危険箇所や

防災情報を把握し、住民への啓発や自主防災組織

の活動内容の検討に活用します。 

 防災マップは、住民一人ひとりが、災害が発生した

場合の行動や日頃の備えについて考える機会をつく

ることだけが目的ではありません。実際に地域を歩き

ながら危険箇所等を確認したり、お互いの知識や過

去の災害経験を出し合いながら地図に情報を書き込

む過程で、住民どうしのコミュニケーションを促進し、

助け合いの意識を生むことで、地域防災力を高めて

いくねらいがあります。 

  

自主防災活動の起爆剤に 

 本事業のモデル地区となったのは「磯上地区自主 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災会」です。 

 磯上地区自主防災会は、地区内の 6 自治会を包括

して、平成 26年 4月に結成されました。過去にも防災

マップの作成に取り組んだことがありますが、役員の

交代や新型コロナウイルス感染症の拡大等により活

動が休止している状況でした。そこで、改めて防災マ

ップを作成する過程で地域住民の防災意識を高め、 

今後の自主防災活動の活性化のきっかけとするため

に、本事業に応募しました。 

 磯上地区自主防災会の髙原会長は、「防災マップ

を作成して終わりにするのではなく、今後の地域での

防災訓練や、消火栓などの点検に活用していきたい」

と言います。また、完成したマップを各自治会の公会

堂に掲示したり、清書したものを全戸に配布したりす

るなど、防災マップづくりに参加できなかった住民へ

の共有についても検討していくそうです。 

自主防災組織としては、完成したマップを活用して、

どのように地域の防災活動に活かすかを考えることが

大切です。また、地域の情報は時間とともに変化して

いくため、定期的に更新を行い、住民への意識付けも

続けていくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶地区の取組事例 

防災マップづくりで自主防災活動を活性化させる 

 
瀬戸内市防災マップ作成モデル事業 × 磯上地区自主防災会 

＊資源 … 学校や公共施設、公園などの避難場所・防災資機材置場・消火栓・防火水槽 など。 
＊危険 … 浸水想定区域、土砂災害危険区域、水路、行き止まりの道、せまい道、過去の被災場所 など。 

◀ 防災まち歩きに合わせて、消火栓などの 

点検も行いました。 

 

▶ 様々な世代の方が参加し、お互いに 

知恵を出し合いながら防災マップを 

作りました。 

 

▲ 「凡例を付けたほうが分かりやすいだろう」「ふせん

にコメントを書いておこう」など、自分たちで活用し 

やすいように工夫しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モデル事業を終えて 

 本事業を通して、磯上地区住民の皆さんが知恵を

出し合いながら、地域の危険箇所や災害時に必要な

行動などについて熱心に考え合う姿が印象的でした。

また、過去の災害の記憶をたどりながら防災まち歩き

を実施することで、世代を超えて住民から住民へ地域

の災害リスクを伝えることもでき、防災マップを完成さ

せること以上に、その作成過程で多くの学びが得られ

たのではないかと思います。何より、住民が集まり、考

え合い、つながりをつくっていく営みの大切さを感じて

もらえたのではないかと思います。 

近年、高齢化や人口減少、住民のライフスタイルの

変化などを背景として、地域コミュニティの弱体化や

つながりの希薄化が課題となっている地域が増えつ

つあります。こうした地域においては、地域活動を牽

引する人材が不足していることも大きな課題です。 

 一方で、「防災」は住民にとって共通のキーワードで

あり、日本各地で災害が頻発・激甚化している昨今に

おいては、地域ぐるみで取り組むべき重要課題となっ

ています。私たちは、今一度「防災」に注目し、住民に

よる自主防災活動を起点として、様々な地域コミュニ

ティ活動を活性化させていくという積極的な視点を持

つ必要があるのではないでしょうか。 

 本手引きが多くの自主防災組織に活用され、防災

マップづくりをきっかけに、地域コミュニティ活動が活

性化していく一助となることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆瀬戸内市防災マップ作成モデル事業日程 

日付 内容 

11/26(土) 

19：00～

20：00 

【第１回役員会】 

①事業の趣旨説明 

②地域住民への周知について 

1/28(土) 

10：00～

12：00 

【災害図上訓練ＤＩＧの実施】 

「災害図上訓練 DIG」とは、参加者が地図を囲み、地域

の情報を書き込みながら防災対策を検討する訓練のこ

と。マップづくりの前に、まずは既に知っている情報をもと

に、自主防災組織の活動などについて話し合いました。 

 

 

 

 

 

    

2/10(金) 

19：00～

20：00 

【第２回役員会】 

 ①防災マップ作成の流れについて 

 ②防災マップの縮尺や防災まち歩き範囲の確認 

2/18(土) 

9:30～

12:00 

【防災まち歩き＆防災マップづくり】 

９：３０～１０：００   まち歩き、マップづくりの説明 

１０：００～１１：１５  防災まち歩き 

地図やチェックシートをもって地域を歩き、危険箇所や 

防災資源を確認しました。 

 

 

 

 

 

    

１１:１５～１２:００   防災マップづくり 

防災まち歩きで確認したことを地図に落とし込み、防災

マップを完成させました。各地区で防災マップを活用し

やすいように仕上げました。 

 

 

 

  

 

                                            

 

▲ 防災まち歩きでは、参加者で役割分担し、危険箇所や防災資源の位置を確認し、特に気なる場所はカメラで撮影したりしながら情報を集めます。 

   集めた情報を地図上に整理すると、地域独自の防災マップが出来上がります。 



災害図上訓練ＤＩＧ

1

自主防災組織の役割

2

近年、日本各地で発生している地震災害

事例３）大阪府北部を震源とする地震
２０１８年（平成３０年）６月１８日

事例２）平成２８年熊本地震
２０１６年（平成２８年）４月１４日以降

事例１）東日本大震災
２０１１年（平成２３年）３月１１日

事例４）北海道胆振東部地震
２０１８年（平成３０年）９月６日 3

近年、日本各地で発生している風水害

事例３）平成３０年７月豪雨

事例２）平成２９年九州北部豪雨
（福岡県や大分県などで河川氾濫、土砂災害）

事例１）平成２６年８月豪雨
（広島市で土砂災害）

事例４）令和元年台風１５号災害 4

災害が発生した地域における対応の実態（救助活動の実態）

34.9

31.9

28.1

2.6

1.7

0.9

友人･隣人に

家族に

自力で

災害時（特に直後）は
「公助」が間に合わない

直後は
「自助」と「共助」で
守り抜く必要

阪神・淡路大震災における倒壊家屋からの
救助活動の主体

阪神・淡路大震災において、倒壊家屋から救助したのは
自助が６６．８％、共助が３０．７％、公助は２％足らず

共助

自助

公助

5

災害が発生した地域における対応の実態（地域ぐるみでの避難）

◆地域ぐるみでの避難体制（事例：広島県東広島市黒瀬町洋国団地）

○ 住民で支え合って

事前に避難したため、死者やけが人がゼロ

○ 避難情報の発令前に自主的に避難

自治会で事前に決めていた要配慮者を支援する担当者が避難の

補助

○

6



自助・共助の重要性

災害時（特に直前、直後）は、「公助」の活動には限界がある
✓道路の寸断等で地域が孤立 ✓行政等も自身が被災

「自助」と「共助」の防災活動が重要

自助 共助

公助

自分の身を
自分で守る

7

自主防災組織の役割

「住民の隣保共同の精神に基づく自発的な防災組織」

「自分たちの地域は

自分たちで守る」

という自覚、連帯感

災害による被害を

予防し、軽減する

ための活動を行う

自主的に
結成

（解説）「隣保共同の精神」と自主防災組織

8

自主防災組織の必要性

地域とのつながり・結びつきが希薄化する現在、安全・安心な暮らしを
守る地域社会づくりには、「自助」・「共助」の力を高める自主防災組織
の活動が不可欠。

【 自助力の向上 】 【 共助力の向上 】

各家庭での

防災対策の推進

地域の

災害対応力の向上

◆ 自主防災組織の日常における活動の目的 ◆

① ②

9

瀬戸内市防災マップ作成モデル事業について

10

瀬戸内市防災マップ作成モデル事業の目的

事業の目的

１

事業の目的

２

自主防災組織の育成・活性化

手引きの完成

11

防災マップとは？

資源 危険

資源

危険

普段から地域の
危険個所や防災情報を把握し、住民どうしで共有しておく

12



２１

防災マップづくりの目的

自助の力を高める 共助の力を高める

住民同士の交流の
機会 防災意識の向上や住民相互の助け合いの意識の醸成

13

モデル事業の流れ

マップ完成！

①災害図上訓練ＤＩＧ（第１回）

②防災まち歩き（第２回前半）

③防災マップづくり（第２回後半）

完成したマップは地区の

集会所に掲示したり、清書

して住民に配るなどして

広めましょう！

手引き完成！
モデル事業の成果を反映。

市内自主防災組織に配布

します。

14

「災害図上訓練ＤＩＧ」をやってみよう！

15

災害図上訓練ＤＩＧとは？

Ｄｉｓａｓｔｅｒ 災害

Ｉｍａｇｉｎａｔｉｏｎ 考える

Ｇａｍｅ いろいろやってみる16

ＤＩＧをやるにあたってのルール

自由に発言、意見交換ができる雰囲気

異論がある場合には「代案」

ＤＩＧには正解はありません

みんなが納得のいくポイント

個人情報

17

地図をセットします

マーカーで地図の四隅に印

18



地域の特徴をつかみます

緑色の斜線

青色の線

輪郭線を

黄緑色
19

地域の特徴をつかみます

緑色 シール

青色 シール

20

水害、土砂災害の可能性、状況を把握します

水色

茶色
21

災害時に危険となる箇所、問題点を整理します

赤色

赤丸 シール

赤色 付箋紙

22

地域の特徴を考えましょう

黄色 大付箋紙

青色 大付箋紙

23

台

16日18時

17日15時

18日06時

24



水害・

土砂災害

組織の動き、対応

必要なモノ、コト、
取り決め

25

現在 13時00分

洪水・暴風
警報

高齢者等
避難

土砂災害警戒情報
・避難指示

組織の
動き、対応

気づき・
疑問・課題

時間軸

26

今後必要な
取り組み

赤色付箋紙 27



防災まち歩き＆防災マップづくり

1

本日のスケジュール

９：３０～１０：００
（３０分）

１０：００～１１：１５
（７５分）

１１：１５～１２：００
（４５分）

まち歩きの目的と注意事項の説明

グループに分かれてまち歩き

まち歩き結果の整理（防災マップづくり）

2

「防災まち歩き」をやってみよう！

3

防災まち歩きの注意点

団体行動 個人の身勝手な行動は慎みましょう

交通事故（特にバイクや自転車との接触）に注意

他の歩行者へ配慮

危険・注意箇所が個人の所有物 その場で議論、

撮影は控えましょう

4

防災まち歩きで確認するポイント

「災害が起こった」
という想定で！・老朽建物の状況の確認

・地震時の危険個所（転倒、落下、崩落等）

・防災資源（災害時に役に立つ物、場所）

・道路の幅（地震時に閉塞しないか）

見るポイント（地震の場合）

・危険個所の確認

（いつも冠水するところ、土砂が流れるところ、冠水時に水路の境界が見えないところなど）

・防災資源（災害時に役に立つ物、場所）

・その他、気になる場所や不安な場所

見るポイント（風水害の場合）

5

防災まち歩きをする

◎役割を決める

・リーダー、サブリーダー

・カメラ係

・点検係（地図）

・点検係（チェックシート）

→ 引率、参加者への声掛け、交通事故防止

→ カメラで防災資源や危険個所等を撮影

→ 縮小地図にポイントを記入

→ チェックシートを活用してポイントを記入
6



「防災マップづくり」をやってみよう！

7

地図をセットします

マーカーで地図の四隅に印

8

まち歩きの成果をまとめます

緑色の斜線

青色の線

輪郭線を

黄緑色
9

まち歩きの成果をまとめます

緑色 シール

青色 シール

★撮影した写真を地図の空いているスペースに貼りましょう。

（特に重要な場所を選んで貼るようにしましょう）

10

まち歩きの成果をまとめます

赤色

赤丸 シール

赤色 付箋紙

（家や塀など、個人の所有物は直接的に書かない）

★撮影した写真を地図の空いているスペースに貼りましょう。

（特に重要な場所を選んで貼るようにしましょう）
11

水害、土砂災害の可能性、状況を把握します

水色

茶色
12



（白色  シールで位置を確認すると良い）

★発展：要配慮者の情報を把握します

共助

13

今後の磯上地区自主防災会の活動について

14

防災マップが完成したら

①地域に広めよう

②定期的に見直そう

公会堂などに防災マップを提示した旨を回覧等で

お知らせ 防災マップを清書した場合は地区

内の全世帯に配布

地域の清掃活動や草刈りなどの

行事の際に、危険な場所を確認する意識を持って参加してもらうことで、負担を

かけずに防災マップの見直しを行うこともできます

15

自主防災活動を継続する・仲間を増やす

【楽しい場づくり】

楽しい場づくり・参加したくなる雰囲気づくり

16

自主防災活動を継続する・仲間を増やす

【女性の参画】

男女共同参画の視点

17

自主防災活動を継続する・仲間を増やす

【次世代の育成】

幅広い世代に

対してリーダーの育成を図る

子どもたちにも小さな

ころから「自分の暮らす地域を守っていく」

という防災意識を醸成

18



自主防災活動を継続する・仲間を増やす

【年間行事との組み合わせ】

現在行われている行事や町内会活動

に組み込む
例）草刈り時に消火栓の確認、夏祭りで防災クイズ（景品は防災グッズ）、

自治会総会後に防災アプリの啓発、清掃活動後のふるまいで炊き出し訓練 など。

○自治会総会等

○祭り・イベント

○社会福祉活動

○環境美化活動

○運動会

防災知識の普及や防災講習会の開催

炊き出し訓練、資機材稼働点検、消火訓練、救護訓練など

災害時に配慮が必要な方の把握など

地域の危険場所の把握・点検など

非常持出品や家具転倒防止器具の共同購入・配布など

地域の実情に応じた自主防災組織づくりと活動が必要

19

自主防災活動を継続する・仲間を増やす

【他団体等との連携】
まずは連携できる人や団体と協力

自主防災組織

行政

近隣の自治会・
防災組織

消防・警察系

商工企業系

医療・福祉系

ボランティア団体

女性の会・
女性防火クラブ
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防災マップをつくろう！ 
瀬戸内市防災マップ作成の手引き 

 

発行元：瀬戸内市総務部危機管理課 

令和 ５年 ４月 １日 発行 
 

 

 

 

 

 

 

 

－ 防災マップ作成の手引き・自主防災活動に関するお問い合わせ先 － 

〒７０１－４２９２  

瀬戸内市邑久町尾張３００番地１ 

瀬戸内市役所総務部危機管理課 

TEL：０８６９-２２-３９０４／FAX：０８６９-２２-３２９９ 

ｅ-mail：kikikanri@ｃｉｔｙ.setouchi.lg.jp 

瀬戸内市の防災情報ホームページ URL：https://www.city.setouchi.lg.jp/soshiki/3/ 


